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（団体名） 

令和●●年 ねぷた運行安全マニュアル 

参考例 

 

 

【運行安全マニュアルの作成目的】 

運行安全マニュアルは、各団体が安全なねぷた運行を行

うために作成するものです。 

各団体は、この参考例もとに、自らの団体の状況に則し

た運行安全マニュアルを作成してください。 

運行安全マニュアルに記載した内容は、団体の内部で共

有し、団体の一部の人が理解するのではなく、団体のすべ

ての人に理解してもらい、安全対策に取り組んでいきまし

ょう。 

弘前ねぷたまつり合同運行安全会議 安全部会 

 

 

 

令和●●年●●月●●日 作成  
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安全対策の重点事項 
 

 本団体は、弘前ねぷたまつり運行安全指針に基づいた安全対策を行います。 

また、次の事項を重点項目として、安全対策に取り組みます。 

 

 ① 

 ② 

 ③ 

 ④ 

 ⑤ 

 

＜記載例＞ 
・会員及び参加者に対して、弘前ねぷたまつり運行安全指針及びこの運行安全マニュ

アルに基づく安全対策の周知徹底を図ります。 

 ・道路使用許可の許可条件及び指導事項を遵守し、安全な運行を行います。 

 ・製作段階においても、事故が起こらないよう、安全対策を徹底します。 

 ・運行時は、参加者及び観光客の安全に十分注意します。 

 ・ねぷた本体の構造に異常があった場合は、運行を見合わせる。 

 ・可動部動力装置及び構造部の点検を徹底します。 

 ・本体可動部分への進入対策による事故防止を徹底する。 

 ・係間の連携と声掛けを徹底し、安全運行を行います。  
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団体の特性に則した安全対策 
 

【団体の概要】 

団体名  

設立年月日 昭和・平成・令和   年   月   日 

代表者氏名  代表者連絡先  

代表者住所  

事務担当者氏名  事務担当者連絡先  

事務担当者住所  

主な構成員 □町会住民 

□企業等の団体の従業員や関係者 

□有志による団体 

□その他（               ） 

 

 

 

 

 

 

【団体の特性に則した安全対策】 

＜記載例＞ 
○当団体は、子どもの参加が多いため、子どもたちの安全対策を強化します。 

○ねぷた小屋から待機場所までの距離が長いため、集合時、解散後の移動には十分注意

します。 

○参加者が減少傾向にあるが、しっかりとした人員配置で運行を行います。 

○若い人が多いため、勢いによる運行になりがちであるが、周囲の状況を確認し、係間

の連携を図り、安全な運行を行います。 
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ねぷた本体の構造等 ※パターン１ 
 

【本ねぷた】 

本ねぷたの種類 □大型組ねぷた  □小型組ねぷた 

□大型扇ねぷた  □小型扇ねぷた   □担ぎねぷた 

骨組みの構造 □鉄骨製     □木製     □鉄骨製＋木製 

大きさ 高さ（  ｍ ）・幅（  ｍ ）・奥行き（  ｍ ） 

重さ（    ｋｇ） 

骨組みの製作年月

日及び製作者 

製作年月日：昭和・平成・令和   年   月   日 

製作者： 

昇降装置 □あり→□ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ式  □油圧式  □その他（     ） 

□なし 

 

【前ねぷた】 

前ねぷたの種類 □大型組ねぷた  □小型組ねぷた 

□大型扇ねぷた  □小型扇ねぷた   □担ぎねぷた 

骨組みの構造 □鉄骨製     □木製     □鉄骨製＋木製 

大きさ 高さ（  ｍ ）、幅（  ｍ ）、重さ（    ｋｇ） 

制作年月日 昭和・平成・令和   年   月   日 

昇降装置 □あり→□ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ式  □油圧式  □その他（     ） 

□なし 

 

 

 

 

【ねぷた本体の安全対策】 

＜記載例＞ 
○本ねぷたの骨組みを更新して、以前よりも大きく、重くなったため、本体に付く人数

を増やし、安全対策を行います。 

○本体が大きいため、外部との接触が無いよう、細心の注意を図り運行します。 

○組ねぷたであるため、凹凸があり、死角が多くなることを強く意識して、安全対策を

行います。 
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ねぷた本体の安全対策 ※パターン１ 
 

【構造上の安全対策の実施状況】 

項目 実施状況 改修等の内容 

上乗りからねぷた内部（下方

向）が容易に見渡すことがで

きる構造とする。 

□改修済み 

（  年 月改修） 

□未改修 

 

昇降装置内部への立ち入り

を制限する構造とする。（金

網や鍵の設置など） 

□改修済み 

（  年 月改修） 

□未改修 

 

危険個所を色塗りするなど

分かりやすく表示する。 

 

□改修済み 

（  年 月改修） 

□未改修 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ねぷた本体の構造と安全対策に

ついては、上のパターン１と次の

パターン２を作成しました。団体の

状況にあわせ、適宜作成してくだ

さい。 
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ねぷた本体等の構造及び改修履歴 ※パターン２ 
 

【本ねぷた】 

本ねぷたの種類 □大型組ねぷた  □小型組ねぷた 

□大型扇ねぷた  □小型扇ねぷた   □担ぎねぷた 

骨組みの構造 □鉄骨製     □木製     □鉄骨製＋木製 

大きさ 高さ（  ｍ ）・幅（  ｍ ）・奥行き（  ｍ ） 

重さ（    ｋｇ） 

骨組みの製作年月日

及び製作者等 

□新設  昭和・平成・令和  年  月  日 製作 

製作者： 

□中古  昭和・平成・令和  年  月  日 購入・譲り受け 

     前所有団体： 

製作者： 

昇降装置 □あり→□ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ式  □油圧式  □その他（     ） 

運行中の故障時の対策 

 ＜記載例＞ 
  無理して修理しない。 

 

□なし 

特殊構造等 ＜記載例＞ 
・機械式回転装置 

・折り畳み式開き（自動） 

安全対策改修及び修

復履歴 

改修・修復年月日 安全対策改修及び修復内容 

Ｈ●●. ●●. ●● 上乗りからねぷた内部（下方向）が容易に

見渡すことができる構造とした。 

Ｈ●●. ●●. ●● 昇降装置内部への立ち入りを制限する構造

とした。（金網や鍵を設置した） 

Ｈ●●. ●●. ●● 危険個所を色塗りするなど分かりやすく表

示した。 

Ｒ●●．●●．●●  
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【前ねぷた】 

前ねぷたの種類 □大型組ねぷた  □小型組ねぷた 

□大型扇ねぷた  □小型扇ねぷた   □担ぎねぷた 

骨組みの構造 □鉄骨製     □木製     □鉄骨製＋木製 

大きさ 高さ（  ｍ ）、幅（  ｍ ）、重さ（    ｋｇ） 

制作年月日 昭和・平成・令和   年   月   日 

昇降装置 □あり→□ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ式  □油圧式  □その他（     ） 

□なし 

安全対策改修及び

修復履歴 

改修・修復年月日 安全対策改修及び修復内容 

Ｈ●●. ●●. ●●  

Ｈ●●. ●●. ●●  

Ｒ●●．●●．●●  

  

 

【太鼓台】 

骨組みの構造 □鉄骨製     □木製     □鉄骨製＋木製 

大きさ 高さ（  ｍ ）、幅（  ｍ ）、重さ（    ｋｇ） 

制作年月日 昭和・平成・令和   年   月   日 

太鼓の台数    台 

太鼓への上乗り □あり（   人） 

□なし 

安全対策改修及び

修復履歴 

改修・修復年月日 安全対策改修及び修復内容 

Ｈ●●. ●●. ●●  

Ｈ●●. ●●. ●●  

Ｒ●●．●●．●●  

  

（作成時の注意）太鼓への上乗りを行っている団体にあっては、太鼓台に関しても記載

するようにしてください。 
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ねぷた本体の安全対策 ※パターン２ 
 

 

項目 安全対策の内容 実施年月日 

＜記載例＞ 
骨組み更新に係る安全対策 

 

 

本ねぷたの骨組みを更新して、以前

よりも大きく、重くなったため、本

体に付く人数を増やし、安全対策を

行います。 

Ｈ●●.●●.●● 

＜記載例＞ 
大きさを意識した安全対策 

 

本体が大きいため、外部との接触が

無いよう、細心の注意を図り運行し

ます。 

Ｈ●●.●●.●● 

＜記載例＞ 
形状を意識した安全対策 

組ねぷたであるため、凹凸があり、

死角が多くなることを強く意識し

て、安全対策を行います。 

Ｈ●●.●●.●● 

 

 

 

 Ｒ●●.●●.●● 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

（作成時の注意）安全対策改修及び修復履歴以外の安全対策を記載してください。  
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ねぷたの点検・運行確認 
 

下記のとおり点検及び運行前の確認を実施する。 

点検の種類 点検項目 

まつり前の点検 

※点検責任者氏名 

 ［         ］ 

＜記載例＞ 
□骨組みに緩みや破損がないか。 

□昇降装置・回転装置・ブレーキは正常に作動するか。 

□昇降装置のチェーンにねじれや消耗はないか。 

□運行コース・運搬経路に障害物はないか。 

□発電機は正常に作動するか。 

□ 

□ 

□ 

運行当日の点検 

※点検責任者氏名 

 ［         ］ 

＜記載例＞ 
□骨組みに緩みや破損がないか。 

□タイヤは適正か。（空気圧・亀裂・摩耗を点検） 

□発電機の燃料、オイル及び冷却水は十分か。 

□昇降装置・ブレーキ等の機器類は正しく作動するか。 

□回転時に異常はなかったか。 

□けん引車両、けん引装置に不備はないか。 

□応急手当用品は備えられているか。 

□ 

□ 

□ 

□ 

待機時の点検・確認 

※点検責任者氏名 

 ［         ］ 

＜記載例＞ 
□ブレーキや車止めは、しっかりとかかっているか。 

□指示された範囲内に待機しているか。隣の車線にはみ

出していないか。 

□ねぷた内部への立ち入りを確認しているか。 

□ 

□ 

□ 
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運行直前の点検・確認 

※点検責任者氏名 

 ［         ］ 

＜記載例＞ 
□骨組みに緩みや破損がないか。 

□タイヤは適正か。（空気圧・亀裂・摩耗を点検） 

□発電機の燃料、オイル及び冷却水は十分か。 

□昇降装置・ブレーキ等の機器類は正しく作動するか。 

□回転時に異常はなかったか。 

□各係に十分な人員が配置されているか。 

□各係の役割分担、連絡体制等は確認したか。 

□応急手当用品は備えられているか。 

□ 

□ 

□ 

運行時の確認・注意事項 

 

 

 

 

 

＜記載例＞ 
□「各係の役割分担と安全対策」を遵守し、安全運行を

行う。 

□坂道では、本体へ付く人数を増やして、安全運行を行

う。 

□ 

□ 

□ 

（作成時の注意）上記のほか、ねぷた製作時の安全点検やそれぞれの点検項目を各団体

の実情に合わせ、適宜追加してください。 
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各係の役割分担と安全対策 
 

 ねぷた運行にあたっては、次の係を置き、それぞれの役割及び安全対策は次のとおり

とする。 

係の名称 係の役割 予測される危険や 

トラブル 

各係が行う安全対策 

運行責任者 

※氏名 

［      ］ 

＜記載例＞ 
運行全般に責任を持

つ。 

  

副運行責任者 

※氏名 

［      ］

［      ］ 

＜記載例＞ 
運行責任者を直接補

佐し、運行責任者が対

応できないときは、運

行責任者に替わって

運行全般について、責

任を持つ。 

  

先導係 

※責任者氏名 

［      ］ 

※運行時の人数 

［     人］ 

 

＜記載例＞ 
本ねぷたの進行、停止

等の指示を出す。 

  

上乗り係 

※責任者氏名 

［      ］ 

※運行時の人数 

［     人］ 

 

＜記載例＞ 
本体の上に乗り、障害

物の回避、昇降装置の

操作を行う。 

  

曳き棒係 

※責任者氏名 

［      ］ 

※運行時の人数 

［     人］ 

＜記載例＞ 
曳き棒を押し、ねぷた

の進行、停止を行う。 
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回転係 

※責任者氏名 

［      ］ 

※運行時の人数 

［     人］ 

 

＜記載例＞ 
ねぷたの回転を行う。 

  

前燈籠係 

※責任者氏名 

［      ］ 

※運行時の人数 

［     人］ 

 

＜記載例＞ 
前燈籠の運行を行う。 

  

前ねぷた係 

※責任者氏名 

［      ］ 

※運行時の人数 

［     人］ 

 

＜記載例＞ 
前ねぷたの運行を行

う。 

  

太鼓台係 

※責任者氏名 

［      ］ 

※運行時の人数 

［     人］ 

 

＜記載例＞ 
太鼓台の運行を行う。 

  

太鼓・囃子 

※責任者氏名 

［      ］ 

※運行時の人数 

［     人］ 

 

＜記載例＞ 
太鼓や囃子を行う。 

  

運行整理員 

※責任者氏名 

［      ］ 

※運行時の人数 

＜記載例＞ 
参加者の整理を行う。 
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［     人］ 

 

○○係 

※責任者氏名 

［      ］ 

※運行時の人数 

［     人］ 

 

   

○○係 

※責任者氏名 

［      ］ 

※運行時の人数 

［     人］ 

 

   

（作成時の注意） 

①各係の名称や役割は、団体の状況に合わせ記載してください。 

②各係の人数については、運行時の基本的な人数を記載してください。 
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運行体系図 
 

＜記載例＞ 
 

             進行方向 

 

運行責任者 

運行整理員             前燈籠係            運行整理員 

 

 

                 前ねぷた係 

 

 

       曳綱係                    曳綱係  

                  掛声係 

運行整理員                             運行整理員 

                  先導係 

 

                  曳棒係 

  回転係                              回転係 

 

  回転係                              回転係 

曳棒係 

 

                 太鼓台係 

 

 

太鼓 

囃子 

運行整理員                             運行整理員 

 

副運行責任者 

  

町印・前燈籠 

前ねぷた（例：組ねぷた） 

本ねぷた（例：大型扇ねぷた）    上乗り係 

太鼓台 
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保管に係る安全対策 

 

○まつり終了後の保管状況 

本ねぷた □倉庫などの屋内に保管している。 

□屋根付きの建物に保管している。 

  →シートなどで  □覆っている  □覆っていない。 

□屋外で保管している。 

  →シートなどで  □覆っている  □覆っていない。 

□その他（                       ） 

前ねぷた □倉庫などの屋内に保管している。 

□屋根付きの建物に保管している。 

  →シートなどで  □覆っている  □覆っていない。 

□屋外で保管している。 

  →シートなどで  □覆っている  □覆っていない。 

□その他（                       ） 

 

 

 

 

 

 

【ねぷたの保管に係る安全対策】 

＜記載例＞ 
○屋外で保管しているため、まつり開始前には骨組みを製作した業者に点検をしてもら

い、破損等がある場合は、修理を行い、運行に備える。 

○覆いに使用しているシートが風で飛ばされないよう、しっかり固定する。 
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安全対策の見直し 
 

 

見直しの内容 備  考 

安全対策の重点事項として「○○・・・・・○○」を追加。 

 

 

Ｈ●●．●●.●● 

団体の特性に則した安全対策を修正。 

（修正内容）○○・・・○○することを追加した。 

 

Ｈ●●．●●.●● 

ねぷたの保管に係る安全対策として、○○することとした。 

 

 

Ｈ●●．●●.●● 

ねぷた運搬時の安全確保として、○○することとした。 

 

 

Ｈ●●．●●.●● 

 

 

 

Ｒ●●．●●．●● 
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＜参考＞ これまでにあった事故や怪我 
 平成２６年９月１日付けで各団体へ照会した結果を取りまとめたものです。 

 安全対策を行う際の参考としてください。 

 

事故等の種類 内容 再発防止策 

運行中の事

故・怪我 

車輪に足を挟めた。 

 ・通常の人数で運行していなか

った。 

 ・動きのタイミングが遅れた。 

  

 ・ねぷた後方がぶつかりそうに

なり、急にねぷたを押したた

め。 

 ・曳き棒と山車との間隔が近す

ぎた。 

 

・適正な人数での運行。 

 

・ねぷたの動きや運行方法の確認 

を徹底。 

・後方の状況を先導に伝えること 

を指示した。 

 

・構造を十分に説明し、注意を促 

 した。 

 車輪に足が挟まらないよう、ガ 

ードを取り付けた。 

ねぷた回転時に転倒。 役割の確認と徹底。回転方向、ス

ピードの確認と徹底。 

太鼓台と接触し、転倒。 責任者を配置し、周囲を確認。  

小型ねぷたが横転。 代表者・責任者を筆頭に、安全管

理の徹底を図る。 

子どもが関係

したもの 

子供同士でふざけていて転倒（運

行帰り） 

子どもたちは先に帰す。 

子供達がふざけ、大人も注意しな

かったため、子供が転倒（町内運

行） 

責任者を決め、教育を徹底。 

ねぷたに足を挟まれた。 足が入らないよう、改造した。 

前ねぷたのキャスターに足が引っ

かかった。 

前ねぷたとかじ棒の間隔を広げ

た。 

前燈籠のタイヤに足を引っかけ、

転倒。 

外側にむき出しになっていたタイ

ヤにカバーを設置。 

太鼓台の隙間に足を挟めた。 山車や太鼓台には子どもを近づけ

ない。 
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前ねぷたを移送時に、足を取られ、

擦り傷。 

移送時は小学生は付けない。 

撤収作業中、子供が危険な箇所に

立ち入り、転倒。 

子供が危険な箇所に近づかないよ

う、大人が注意する。 

本ねぷたを回転させた際、ねぷた

の動きが理解できず、本体そばか

ら離れなかった。 

回転をする際は、周囲に人が寄ら

ないよう、係員を配置し、回転の

スペースを確保した。 

上乗りが関係

したもの 

下を見るため、扉を開いており、

落下しそうになった。 

床を金網にし、下が見通せるよう

にした。 

昇降機が関係

したもの 

昇降機の故障を修理中、突然昇降

機が作動し、腕を負傷。 

運行中の修理はせず、そのまま運

行する。 

ねぷたに手をかけていた人が居た

ことに気付かず、上乗りが昇降機

を下げたため、手を負傷。 

インカムを付けて、上乗りと下と

の連携を確実にできるようにし

た。 

チェーンブロックのフックが外

れ、扇部分が落下し、上乗りが顔

面を負傷。 

フック取付け部とチェーンブロッ

クフック部分を金物で固定し、外

れないようにした。 

本体を下げた際、どこかに引っか

かり下がらず、その後、本体の重

さで引っかかりがはずれ、本体が

下がり、上乗りが軽症。 

骨組みの更新。チェーンブロック

の定期点検を実施。 

チェーンブロックが故障し、本体

が下がらなくなった。 

チェーンブロックの製造から３０

年ほど経過していたため、新品と

交換。 

チェーンブロックが故障し、本体

が下がらなくなった。 

故障の原因となったスイッチ類を

交換した。 

雨天時の事

故・怪我 

雨のため、足が滑り、車輪に足を

挟まれた。 

足が巻き込まれないよう、遮蔽板

を取り付けた。 

白線を踏み、滑って転倒した。 雨天時は白線を踏まないように指

導している。 

足袋が滑り転倒し、骨折。 滑りやすい履物での参加不可。タ

イヤ付近にガードを設置。 

雨天時、シートの中に入り回転を

行っていた際、滑り、足がタイヤ

に轢かれた。 

シートを掛けて運行する際は、回

転は行わない。 
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運搬中の事

故・怪我 

ねぷた運搬時、誘導員が車に追突

された。 

認識性向上のため、反射ベストな

どの着用を検討中。 

本体と太鼓台を連結する際、動き

ながらの作業であったため、バラ

ンスを崩し、足を滑らせた。 

作業は停止して行うこととした。 

回送時、前ねぷたを連結する際、

発電機の排気用金属ホースに触

れ、やけどした。 

連結時に手が触れない様、位置を

変更した。 

制作時の事

故・怪我 

本体に残っていた前年に取り付け

た針金に手のひらをひっかけ、裂

けた。 

本体に付けた針金は完全に撤去す

る。 

針金に替えて、テグスにした。 

街灯・標識等へ

の接触 

周囲への注意不足（気づくのが遅

れた 等） 

周囲の状況等安全確認の徹底。コ

ース上の障害物のチェック。係員

の増員。 

焦り（あわてて準備した・前の団

体と間隔が開いた） 

 

先導と上乗りなどの係員との連携

ミス・誘導ミス 

指示系統の徹底。誘導を確実に行

う。 

係に補佐員を付け、確認を密にし

た。 

声掛けの徹底。 

本体の回転の勢いのつけすぎ（回

転係以外が操作） 

係員の役割分担の確認を徹底。 

係員の技術不足による操作の遅れ 早めの操作を指示 

強風であおられた（前燈籠） 車止めの強化 

機器類の故障 発電機のバッテリー上がり 運行後は、発電機のキーを確実に

抜くことにした。 

 


